
議案第１０号 

 

青梅市立総合病院使用条例の一部を改正する条例 

 

上記の議案を提出する。 

 

  平成２９年６月１２日 

 

提出者 青梅市長 浜 中 啓 一 

 

（説明） 

地域医療支援病院の承認を受けることに伴い、使用料について見直しを

行いたいので、この条例案を提出いたします。 

 

 

 

青梅市立総合病院使用条例の一部を改正する条例 

青梅市立総合病院使用条例（昭和３４年条例第６号）の一部を次のよう

に改正する。 

第２条第２項第３号を次のように改める。 

(3) 非紹介患者加算料 保険医療機関及び保険医療養担当規則（昭和 

 ３２年厚生省令第１５号）第５条第３項第２号に規定する選定療養に

要する費用として定めた次に掲げる額。ただし、同号に規定する厚生

労働大臣が定める場合に該当するものとして病院事業管理者（以下

「管理者」という。）が別に定める場合を除く。 

初診 ５，０００円 

再診 ２，５００円 

第２条第２項第１２号中「病院事業管理者（以下「管理者」という。）

が」を「管理者が別に」に改め、同号ただし書中「管理者が」の次に「別

に」を加え、同項第１３号、第１４号および第１７号ただし書ならびに同

条第４項中「管理者が」の次に「別に」を加える。 

付 則 



（施行期日） 

１  この条例は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内において病

院管理規程で定める日から施行する。 

（経過措置） 

２  この条例による改正後の第２条第２項第３号の規定は、この条例の施

行の日以後の病院の使用にかかる使用料について適用し、同日前の病院

の使用にかかる使用料については、なお従前の例による。 



議案第１０号 

参 考 資 料 

青梅市立総合病院使用条例の一部を改正する条例要綱 

１ 改正の理由 

医療法（昭和２３年法律第２０５号）第４条第１項に規定する地域医

療支援病院の承認を受けることに伴い、使用料について見直しを行おう

とするものである。 

２ 改正の内容 

(1) 非紹介患者初診加算料の見直し（第２条関係） 

改正後 現 行 

非紹介患者加算料  

保険医療機関及び保険医療養

担当規則（昭和３２年厚生省令第

１５号）第５条第３項第２号に規

定する選定療養に要する費用と

して定めた次に掲げる額。ただ

し、同号に規定する厚生労働大臣

が定める場合に該当するものと

して病院事業管理者が別に定め

る場合を除く。 

初診 5,000 円 ※１ 

 再診 2,500 円 ※２ 

非紹介患者初診加算料 1,300 円

ただし、他の病院または診療所

からの文書による紹介がある場合

および緊急その他やむを得ない事

情がある 場合に 受 けた初診 を除

く。 

※１ 他の医療機関からの紹介状等によらず受診した場合 

※２ 総合病院が患者に対し、他の医療機関へ文書による紹介を行う

旨の申出を行ったが、自己の選択により総合病院を受診した場合 

(2) その他所要の規定の整備 

３ 施行期日等 

(1) 施行期日 

公布の日から起算して１年を超えない範囲内において病院管理規程

で定める日 

(2) 経過措置 

  改正後の条例の規定について、適用日に関する経過措置を置く。 
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議案第１０号 

参 考 資 料 

青梅市立総合病院使用条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

○青梅市立総合病院使用条例（昭和34年条例第６号） 

改正後 現行 備考 

   

（使用料および手数料） （使用料および手数料）  

第２条 略 第２条 略  

２ 使用料は、次の各号に定める額とする。 ２ 使用料は、次の各号に定める額とする。  

(１)および(２) 略 (１)および(２) 略  

(３) 非紹介患者加算料 保険医療機関及び保険医療養担当規則（昭

和32年厚生省令第15号）第５条第３項第２号に規定する選定療養に

要する費用として定めた次に掲げる額。ただし、同号に規定する厚

生労働大臣が定める場合に該当するものとして病院事業管理者（以

下「管理者」という。）が別に定める場合を除く。 

(３) 非紹介患者初診加算料 1,300円 

ただし、他の病院または診療所からの文書による紹介がある場合

および緊急その他やむを得ない事情がある場合に受けた初診を除

く。 

 

初診 5,000円   

   再診 2,500円   

 (４)～(11) 略 (４)～(11) 略  

 (12) 人間ドック入院料 ２日制とし、検査項目およびその他必要な

項目に対応する点数表の規定点数に１点単価10円を乗じて得た額を

基準として、管理者が別に               定める

額。ただし、検査の範囲および使用する病室は、管理者が別に定め

る。 

(12) 人間ドック入院料 ２日制とし、検査項目およびその他必要な

項目に対応する点数表の規定点数に１点単価10円を乗じて得た額を

基準として、病院事業管理者（以下「管理者」という。）が定める

額。ただし、検査の範囲および使用する病室は、管理者が  定め

る。 

 

(13) 受託検査料 管理者が別に定める額 (13) 受託検査料 管理者が  定める額  

(14) 寝具その他の消毒料 １件につき300円以内で管理者が別に定

める額 

(14) 寝具その他の消毒料 １件につき300円以内で管理者が  定

める額 

 

(15)～(16) 略 (15)～(16) 略  

(17) 健康診断料 各診断項目に対応する点数表の規定点数に１点単

価15円を乗じて得た額。ただし、集団健康診断料および特殊健康診

断料については、管理者が別に定める。 

(17) 健康診断料 各診断項目に対応する点数表の規定点数に１点単

価15円を乗じて得た額。ただし、集団健康診断料および特殊健康診

断料については、管理者が  定める。 

 

(18)～(20) 略 (18)～(20) 略  

３ 略 ３ 略  

４ 特に複雑な手数を要する手数料の額は、その都度管理者が別に定め４ 特に複雑な手数を要する手数料の額は、その都度管理者が  定め 
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る。 る。 

   

 

   

付 則   

（施行期日）   

１ この条例は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内において

病院管理規程で定める日から施行する。 

  

（経過措置）   

２ この条例による改正後の第２条第２項第３号の規定は、この条例の

施行の日以後の病院の使用にかかる使用料について適用し、同日前の

病院の使用にかかる使用料については、なお従前の例による。 

  

   

 


